
CarsonMcCullersの テ ー マ

愛 と孤独の追求

小 林 浩 子

カー ソソ ・マ ッカ ラー ズ(CarsonMcCullers1917-1967)は,キ ャ

サ リソ ・ア ソ ポ ー ター(KatherineAnnePorter1894-),ユ ー ドラ ・

ウ ェル テ ィ(EudoraWelty1909-),フ ラ ネ リー ・オ コ ナー(Flannery

O'Connor1925-1964)と 共 に ア メ リカ南 部 を代 表 す る小 説 家 で あ る。

彼 女 達 に共 通 の 特 色 と して,作 品数 が 比 較 的 少 ない とい うこ と が あ る

が,マ ッカ ラー ズ の作 品 も長 編 が 四編 短 編 が 十 編 そ の他 戯 曲 と詩 が

少 数 で あ る 。 そ の 中 で もTheMemberoftheWeddingr結 女昏式 の メ

ソバ ー 」(1946)とTheHeartisaLonelyHunter「 心 ほ 孤 独 な 狩 人 」

(1940)が 代 表 的 作 品 とされ て い る。

1940年 代 か ら現 代 に か け て活 躍 した マ ッカ ラー ズ の 文 学 的 テ ー マ は,

人 間 の孤 独 に対 す る追 求 で あ る。 歪 んだ 美 意 識 と グ ロテ ス ク とが 結 び つ

い た 中 で追 求 さ れ る孤 独 そ れ は生 の 本 質 的 な もの で あ り,い く ら他

人 外 界 との交 わ りを持 って もそ の場 限 りの もの で あ り,元 来 人 間 は 皆一

人,皆 孤 独 な生 き物 で あ る とい う。 彼 女 は,こ の 孤 独 とい う主 題 を 明確

化 す るた め に作 品全 体 に流 れ る イ メー ジ,あ るい は そ の登 場 人 物 に独 特

の技 巧 を凝 らし て い る。 つ ま り,不 具 者 や 畸形 者,白 痴,黒 人 等 を 登 場

させ る こ とに よ り"報 わ れ ぬ 愛 の世 界"を 表 現 して い る。 も う一 つ の特

徴 とし ては,作 品 中に 見 受 け られ る音楽 的感 覚 で あ る。 彼 女 自身,小 さ

い頃 か ら ピ ア ノ の才 に 恵 まれ 音 楽 的環 境 の 中 で 育 った こ とが 多 分 に 影 響

し てい る と思 わ れ る。 以 上 の よ うな こ とを 考 察 しな が ら,TheMember

oftheWeddingに つ い て述 べ てみ た い と思 う。
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主 人 公 の フ ラ ソ キ ー ・ア ダ ム ズ(FrankieAddams)は,思 春 期 ヘ ー

歩 足 を踏 み入 れ た ばか りの12歳 の少 女 で あ る。 大 き く分 け て三 部 か ら構

成 され る この作 品 は,第 一 部 で は,フ ラソ キ ー と従 弟 の ジ ョソ ・ヘ ソ リ

ー(JohnHenry)と べv_一(Berenice)と い う黒 人 の召 使 い 女 との

間 の 会話 が 中心 とな って い る。 フ ラ ソキ ー は,年 中 シ ョrズ ボ ソ,シ

ョー トカ ッ トとい うボ ー イ ッシ ュな感 じの少 女 で,一 日の大 半 を薄 汚 い

台 所 で トラソ プ を した り,食 事 に長 い 時 間 を か け た り,ベ レニ ー ス の結

婚 遍 歴 に 耳 を 傾 け 過 ごす 。そ れ は 長 く,無 意 味 で ひ ど く退 屈 な 毎 日で あ っ

た 。 さ らに フ ラ ソ キ ー は 若 す ぎ るた め,ど この少 女 ク ラ ブに も所 属 す る

こ とが で きな か った 。 こ うした 事情 が 思 春期 の感 受 性 の 強 い彼 女 に,焦

りを 覚 え させ,「 こ の ま ま の生 活 で は い け ない,何 とか し な くては … …」

とい う感 情 を抱 か せ て い た 。 そ ん な あ る 日突 然,兄 が 結 婚 す る とい う知

らせ を 受 け 取 った こ とか ら,フ ラ ソ キ ーは 自分 も結 婚 式 に 出席 し,さ ら

に 新 婚 旅 行 に も連 れ て行 って も らお う と秘 そ か に 考x,こ れ で や っ と単

調 な生 活 ふ ら脱 け 出 し,結 婚 式 の メソバ ーに なれ る とい う期 待 で彼 女 の

胸 は ふ くれ た 。第 二 部 へ 入 る とフ ラ ソ キ ーは,F・ ジ ャス ミソ(F.Jas・

mine)と い う女 の 子 ら しい 名 前 に 変 わ る。 結 婚 式 に参 列 で き る とい う感

激 が 彼 女 を 有 頂 天 に させ るが,惨 め な現 実 とぶ つ か り戸 惑 う。 第 三部,

結 婚 式 の 当 日,周 囲 の人 々か らは 子 供 扱 い され 新 婚 夫 婦 に も相 手 に して

も ら}ず,ま して 新 婚 旅 行 な ど一 緒 に 連 れ て行 って も らえ るは ず もな か

った 。 や が て式 も終 わ り,彼 女 は 一 人 と り残 され た よ うな孤 独 感 に耐 え

きれ ず,そ の夜 の うちに 家 出を 試 み るが あ っ け な く警 官 に補 導 され て し

ま う。 数 週 間 後,従 弟 のヘ ソ リー が 脳 膜炎 の た め死 亡 し,ベ レニー ス は

結 婚 の た め家 を去 り,ジ ャス ミソは 父 と郊外 の家 へ 移 りそ こで知 り合 っ

た 同年 代 の 少女 と仲 良 くな り再 び別 の夢 お そ ら く破 れ る で あ ろ う夢

を 追 い か け て暮 らす の で あ る。 この 作 品 を貫 い て い る テ ー マ は,思 春 期

の少 女 の と り とめ の な い夢 想 とそ れ か ら脱 け 出 そ うとす る 焦燥 で あ る。
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McCuller'sTheMemberoftheWeddingplacesherinthe

firstrankofyoungAmericanwriters.Shecombines

fan七asy,humorandacutepsychologicalanalysisinthis

studyofachildmovingintoadolescence,andherstyle

isbothfreshandcharming.(1)

こ の作 品 に は,不 具 者 あ るい は 畸 形 者 は 直 接 登 場 して い な いが,マ ッ

カ ラ ーズ の主 張す る"報 わ れ ぬ 世 界"が あ る。 フ ラソ キ ー は,年 齢 のわ

りに長 身 で,自 分 が 将 来 こ の ま ま背 が 伸 び 続 け 畸形 に な る の で は な いか

と秘 そ か に心 配 してい る。

She stood before the mirror and she was afraid. It was 

the summer of fear, for Frankie, and there was one fear 

that could be figured in arithmetic with paper and a 

pencil at the table. This August she was twelve and 

five-sixths years old. She was five feet five and three-

-quarter inches tall , and she wore a number seven shoe. 

In the past year she had grown four inches, or at least 

that was what she judged.  (  riziM) Therefore, according 

to mathematics and unless she could somehow stop 

herself, she would grow to be over nine feet tall. And 

what would be a lady who is over nine feet high? She 

would be a  Freak.")

さらに大人の世界へ足を踏み入れたもののまだ心のどこかで子供の世

界を脱っしきれない不安定な心理が見事に表現されており,こ れはすな

わち人間の精神の不安定さを示すが,そ れが最も端的にあらわれる思春

期に託して描写している。

Frankie stood looking into the sky. For when the old
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question came to her — the who she was and what she 

would be in the world, and why she was standing there 

that minute  — when the old question came to her, she 

did not feel hurt and unanswered. At last she knew just 

who she was and understood where she was going. She 

loved her brother and the  bride' and she was a member 

of the wedding. The three  of them would go into the 

world and they would always be together. And finally, 

after the scared spring and the crazy summer, she was 

no more  afraid.(3

マ ッカ ラー ズ は,こ うした 思 春期 に訪 れ る危 機 や 子 供 か ら大人 へ の成

長 は,除 々に 行 な わ れ る必 要 は な く,あ る時 期 の激 しい 危 機 の 中 に 要 約

す る こ とが で き る と考 え て い た 。大 人 と子 供 の聞 に 不 安 定 な 精 神 状 態 の

ま ま放 り出 され てい た フ ラ ソ キー は,兄 の結 婚 式 の 前 夜,遂 に そ の 壁 を

破 り,孤 独 な子 供 時 代 に別 れ を 告 げ る。 つ ま り酔 っ払 った 兵 士 との 逢 引

き,そ の果 て には 水 差 し で兵 士 を 殴 り,ど うに もい た た まれ な い 気 持 ち

に 陥 る 自分 を発 見 す る。 期 待 はず れ の 結婚 式,家 出,そ し て新 し く生 ま

れ 変 わ るフ ラ ソ キ ー,イ タ リア美 術 に 心 惹 か れ 学校 の新 しい女 友 達 の こ

とを 語 るフ ラソ キ ー … …12歳 とい う年 頃 に お け る再 起 能 力 のす ば や さを

描 写 し てい る。

処 女 作 に あ た るTheHeartZSaLonelyHunterが 発 表 さ れ た の

は,マ ッカ ラー ズ が22歳 の 時 で あ った。 こ の作 品 も``孤 独"を テ ー マ と

し,さ らに 人 間 愛,人 種 問 題 等 を取 りあ げ てい る。

McGullersissurelythefirstwhiteSouthernertodeal

withNegroeseasilyandwithjustice.(4)

この作 品 で マ ッカ ラ ー ズ は"孤 独"す な わ ち"満 た され ぬ 愛,求 め 合
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う愛"を 二 人 の唖 の関 係 に託 し て描 写 して い る。

ア ソ トナ ー プ ロス(Antonapoulos)は 薄 気 味 の悪 い 半 馬 鹿 で,主 人 公

の これ もま た唖 の シ ソ ガ ー(Singer)の 愛 情 に反 応 で きな い 。 しか しシ

ソ ガ ー はそ ん な彼 に 惜 しみ な い 愛情 を 注 ぐ。

Antonapoulos! Within Singer there was always the 

memory of his friend. At night when he closed his eyes 

the Greek's face was there in the darkness — round and 

oily, with a wise and gentle smile. In his dreams they 

were always  together.<  5  )

また彼 は"沈 黙"で あ るが 故 に,周 囲 の 人 々か ら賞賛 の こ も った 関 心

を集 め る。 自分 の子 供 達 が,無 気 力 な 黒 人 の 仲 間入 りを し て し ま った こ

とを嘆 く医 師 の コー プ ラ ソ ド(Copeland),人 生 に対 し て絶 望 しか け て

い る共 産 主 義 者 の ジ ェイ ク(Jake),大 人 の 仲 聞入 りを した が っ てい る思

春 期 の ミ ック ・ケ リー(MickKelly)彼 らはす べ て シ ソ ガ ーの 慰 め

を 必 要 とし てい た 。 一 方 シ ソ ガー は,周 囲 の人 々か ら感 じ る愛 情 とか 信

頼 とい った 重 荷 を 一 人 で は 背 負 い きれ ず,そ の はけ 口 とし てあ ま り人 間

的 価 値 が あ る とは 思 わ れ な い ア ソ トナ ー プ ロスへ 異 常 な まで の 執 着 を 覚

え る。 そ れ故 の シ ソ ガ ー の 自殺 。

TheHeartisaLonelyHunterと い うタ イ トル の示 す 通 り,登 場人

物 は そ れ ぞ れ の お か れ た環 境 に適 合 す る こ とが で きず,失 望 し疎 外 感 を

抱 くよ うに な る。 そ の は け 口 とし て 自分 を 愛 し,信 頼 して くれ る第 三 者

を 求 め る いわ ば狩 人 とな る。 しか し こ の狩 人 達 は,獲 物 を捉 ま え る こ と

の で きな い,す なわ ち魂 が 救 わ れ る こ との ない 孤 独 な 存在 で あ る。

酒 場 の主 人 ビフ(Biff),マ ル キ ス トの ジ ェイ ク,医 師 の コー プ ラ ソ ド

そ し て ミ"1.クはそ れ ぞ れ シ ソ ガー へ 想 い を 寄 せ,一 方 そ の シ ソ ガ ー は,

た った 一人 の相 棒 ア ソ トナ ー プ 戸 スへ,ま た ビフ は ミ ックへ ほ のか な愛

情 を 感 じて い るが,も ち ろん ミッ クは 知 らん顔 。 以 上 の よ うに す べ ての
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愛が一方通行的に描かれ,こ れはマッカラーズの唱zる 愛すなわち孤独

とい う考x方 の表われに他ならない。人は孤独な状態から脱け出そ うと

して誰かを愛し,そ の行為により一時的に他人 と共有関係を結び満足す

るが,そ れはすぐに消え去 り,以 前 より一層つ らい孤独感に襲われる。

多感な少女 ミック ・ケリーの描写の所では,先 に述べたフラソキーを連

想させるものがあ り,そ れにもましてミックには作者自身の少女時代が

反映されているようにも思}る 。次の文章は,シ ソガーの目を通して見

た ミックの描写である。

The girl used to dress in short trousers like a boy but 

now she wears a blue skirt and a blouse. She is not yet a 

young lady. I like her to come and see me. She comes all 

the time now that I have a radio for them. She likes 

music. I  wish. I knew what it is she hears. She knows I 

am deaf but she thinks I know about  music.(6

さ ら に ミ ッ ク は,自 分 の 生 き て い る 世 界 を``outerworld"と``inner

world"に 区 別 し て い る。

 she. sat down on the steps and laid her head on her 

knees. She went into the inside room. With her it was 

like there was two places  — the inside room and the 

outside room. School and the family and the things that 

happened every day were in the outside room. Mister 

Singer was in both rooms. Foreign countries and plans 

and music were in the inside room.  The  • songs she 

thought about were there. And the symphony. When 

she was by herself in this inside room the music she had 

heard that night after the party would come back to 

her.  (  14=101,  ) The inside room was a very private  place.  (7  )
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これ は す なわ ち現 実 と夢 を そ れ ぞれ 別 の もの と考 え,``outerworld"

で は,彼 女 は 努 め て普 通 の女 の子 の よ うに振 る舞 い,現 実 に根 ざ し た生

き方 を して い るが,"innerworld"で は作 曲 の練 習 を しなが ら将 来 コソ

サ ー トピア ニ ス トに な ろ うと秘 そか に考}xて い る。 こ うい った現 象 は こ

の時 期(思 春 期)の 少女 に は よ くあ りが ちな こ とか も知 れ な いが,そ う

とば か り も言 え な い,つ ま リ ミ ックだ け に 限 らず他 の登 場 人 物 もそ れ ぞ

れ``outer"と``inner"を 心 の 中 に持 って い るの で は ない だ ろ うか 。

マ ッカ ラ ー ズ は この小 説 の 背 景 とな る時 代 と場 所 につ い て次 の よ うに

述 べ てい る。

いつの時代,ど この場所で起 こってもかまわない物語である

が,だ いたい1930年 代のアメリカ南部。町の名は定かではない

が,ア ラバマ州に隣接 したジョージア州西部で,チ ャタフーチ

河べ りの町,入 口は約四万人,そ の三分の一が黒人である。典

型的な工場町で商業地区は,紡 績工場 と小さな商店街を中心に

かたまっている。労働者達は組織化されていず,無 秩序,無 気

力なまま毎日の暮 らしに明け暮れている。そして彼らは,貧 困

と失業の原因を探ることよりも,自 分達よりさらに一毀 と低い
(8)所

で虐げ られている黒人を軽蔑している。

この作品を発表した頃のマ ッカラーズは,南 部人の心の孤独は苦悩 と

密接に結びつ き,知 り尽 くすこともできないし,人 に伝xる こともでき

ない罪の意識がその根底にあるとい うことを友人に語っている。つまり

彼女の作品全体のテーマとなっている"愛 と孤独"の 背後には,南 部人

としての罪 と苦悩の意識が潜在しているのか も知れない。そして南部の

外面的には産業主義にとらわれ,内 面的には古い人種主義的な過去の歴

史にすが りついている社会 という根本的なものの上に,さ らに特異な創

..
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作上の技巧一 怪奇的でグロテスクな形式 を織 り交ぜ``愛"``孤 独"

``挫折"と い うそれぞれのモチーフが音楽的なつなが りを持って作品全

体に漂っている。

以上1920年 代以後の``南 部ルネ ッサソス"と い う用語の もとに代表 さ

れる,ア メリカ南部文学者の一人として,カ ーソソ ・マ ッカラーズの作

品とその文学的特徴について述べてきたわけであるが,マ ッカラーズの

描 く世界は,読 者にさまざまな愛の形を教えてくれると同時に,そ の愛

につ きまとう孤独の翳 りを示唆している。そして我々は,知 らず知らず

のうちに彼女の作品が持つ南部の歴史,風 土 と結びついたはか り知れな

い審美的な世界に心惹かれるのである。
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